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2014 年打ち上げ予定の X 線天文衛星「Astro-H」は裏面照射型の X 線 CCD

カメラ (SXI：Soft X-ray Imager) を搭載する。 SXI を用いて，天体からの X

線を観測するには，Ｘ線以外の可視光や紫外線を遮断する必要がある。現

在軌道上で観測を続けている X 線天文衛星「すざく」の XIS には，CCD 素子

の前面に可視光や紫外線を遮断するアルミニウム/ポリイミド/アルミニウム

の 3 層構造からなる厚さ＜3000Åの薄膜 (OBF：Opitical Blocking Filter) を

装備し，アルミニウムで可視光を，ポリイミドで紫外線を遮断している。 OBF

は薄膜であるため，打ち上げ時の振動で破れる危険性等があり，SXI は

OBF を採用せず，直接 CCD 素子に可視光・紫外線遮断膜 (OBL：Opitical 

Blocking layer) をコーティングする方法を採用し，現在実用化に向けて開発

を進めている。尚，OBF と同様に OBL は，アルミニウム/ポリイミド/アルミニ

ウムの 3 層構造である。 

 OBL を CCD 素子に直接コートすることは初めての試みであり，特に OBL

のポリイミドで十分紫外線を遮光できるか，またコーティングしたポリイミドの

厚みに斑がないか等，実際に紫外線を照射し，実証することは非常に重要

である。そこで，我々は OBL の実用化に

向け，高エネルギー加速器研究機構の

放射光施設 (KEK-PF)のビームライン

BL-20A において，15-72 eV の帯域の紫

外線を用いて，OBL のポリイミドの紫外

線透過率と厚みの均一性について測定

を行った。ポリイミドの厚みが 1100Åの

OBL では，紫外線透過率が 41 eV 付近

で 3％以下と決定し，軌道上で最も遮断

したい地球大気の HeII からの紫外線を

十分遮断できることを確認した。また，

OBL 層のポリイミドの厚みの均一性につ

いては，10％程度であることが分かった。 

図：ポリイミドの厚み 1100（青，赤），2000（緑），

3000（茶）Åの OBL の紫外線透過率の測定結果

と，紫外線透過率の予想値。 


